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【関連記事】
第47回 津南町スキー選手権大会兼
第51回 津南町小学校スキー大会結果（P.6）
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町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。
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広報 4令和２年２月号

 新園児バスで安全に子どもたちを送迎
— ２月５日　旧中津小学校 —

 卒業証書を自分の手で
— ２月７日　上郷小学校 —

 新潟県労働金庫様より本寄贈
— ２月７日　文化センター —

　新潟県労働金庫様より「やさしく解説　地球温暖化」を
はじめとした 10 冊の本を寄贈していただきました。文化
センターの図書室でぜひ読んでみてください。

　令和２年３月をもって閉園となる中津保育園。町では４月
からひまわり保育園に通う園児を送迎するバスを購入しま
した。新しいバスに子どもたちは大興奮でした。

　上郷小学校で 30 年以上受け継がれている伝統の卒業証書
づくり。今年も５人の６年生が紙すきをしました。難しい
作業ですが、みんな上手にできていました。

↑すいた紙をきれいに重ねていきます

↑数回の練習を経て、いざ本番に挑戦

↑ろうきん十日町支店今井支店長から目録を受け取る内山公民館長

↑みんなでバスの席に座って笑顔いっぱい

↑新しいバスの前でポーズをとる中津保育園の子どもたち



5 広報 令和２年２月号

新型コロナウイルス感染症の
対応について

　新型コロナウイルス感染症は、過去ヒトで感染が確認されていなかった新種のコロナウイルスが原因と考えられ
る感染症です。
　新型コロナウイルス感染症がどのように感染するかについては、現時点では、感染者のくしゃみや咳、つばなど
の飛沫によって別の人の口や鼻からウイルスが吸い込まれて感染することや、感染者がくしゃみや咳を手で押さえ
た後、その手で周りの物に触れてウイルスが付き、別の人がその物に触ってウイルスが手に付着し、その手で口や
鼻を触って粘膜から感染することが考えられています。

≪感染症予防対策≫
　過剰に心配することなく、「手洗い」やマスクの着用を含む「咳エチケット」など通常の感染症対策が重要です。

（1）手洗い
　ドアノブや手すりなどのさまざまなものに触れることにより、自分の手にもウイルスが付着している可能性があり
ます。外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前などこまめに手を洗います。

（2）咳エチケット
　くしゃみや咳が出るときは、次のような咳エチケットを
心がけましょう。

　・マスクを着用します。
　・ティッシュなどで鼻と口を覆います。
　・とっさの時は袖や上着の内側で覆います。
　・周囲の人からなるべく離れます。

（3）普段の健康管理
　普段から、十分な睡眠とバランスの良い食事を心がけ、免疫力を高めておきます。

≪相談先≫
　湖北省から帰国・入国されたかたあるいはこれらのかたと接触されたかたで、咳や発熱等の症状がある場合には、
マスクを着用するなどし、事前に保健所へ連絡したうえで、受診していただきますようご協力をお願いします。医
療機関受診にあたっては、湖北省の滞在歴があることまたは湖北省に滞在歴があるかたと接触したことを事前に申
し出てください。
　上記以外のかたは、過剰に心配されることなく、症状がある際には咳エチケットを実施のうえ、かかりつけ医に
事前に電話でご相談してくださるようお願いします。

新型コロナウイルス感染症　帰国者・接触者相談センター　
【平　　　日】午前 8:30 ～午後 5:15　TEL 025-757-2401（十日町地域振興局健康福祉部地域保健課）

【土・日・祝】午前 9:00 ～午後 5:00　TEL 025-280-5200（新潟県福祉保健部健康対策課）

厚生労働省の電話相談窓口　TEL 0120-565653（フリーダイヤル）（受付時間：午前 9:00 ～午後 9:00（土日・祝日も実施））

令和２年２月６日現在



広報 6令和２年２月号

男
子
ク
ラ
シ
カ
ル

４
年
以
下
２
㎞　

①
滝
沢
俊
太（
芦
）

②
宮
﨑
出（
芦
）③
鈴
木
翔（
津
）④
田

村
風
太（
上
）⑤
中
島
千
晴（
上
）⑥
馬

場
晴
己（
津
）⑦
阿
部
慈
永（
芦
）⑧
太

田
直
規（
上
）⑨
半
戸
星
宙（
芦
）⑩
滝

澤
颯
太（
芦
）

５
年
３
㎞　

①
若
井
陸（
上
）②
八
重

沢
仁（
津
）③
山
本
慶
吏（
上
）④
山
田

聖
真（
津
）⑤
金
井
大
良（
津
）⑥
野
﨑

詣
太（
津
）

６
年
３
㎞　

①
中
島
幹
太（
芦
）②
宮

﨑
茂
市（
芦
）③
藤
ノ
木
斗
夢（
津
）④

久
保
田
楓
斗（
津
）⑤
桑
原
想
大（
津
）

⑥
山
田
隆
太
郎（
津
）

３
×
２
㎞
リ
レ
ー　

①
芦
ヶ
崎
小

Ａ（
宮
﨑
茂
市
・
涌
井
永
太
・
中
島
幹

太
）②
芦
ヶ
崎
小
Ｂ（
宮
﨑
出
・
滝
沢

俊
太
・
阿
部
慈
永
）③
上
郷
小
Ａ（
若

井
陸
・
保
坂
恭
史
・
河
田
耀
太
郎
）④

津
南
小
Ｂ（
山
田
隆
太
郎
・
久
保
田
遥

斗
・
八
重
沢
仁
）⑤
津
南
小
Ａ（
藤
ノ

木
斗
夢
・
久
保
田
楓
斗
・
桑
原
想
大
）

⑥
上
郷
小
Ｂ（
山
本
慶
吏
・
田
村
風

太
・
中
島
千
晴
）

中
学
生
６
㎞　

①
津
端
一
徹（
津
南

中
３
年
）②
鈴
木
珠
愛（
津
南
中
２

年
）③
半
戸
琉
哉（
津
南
中
３
年
）④

津
端
英
大（
津
南
中
１
年
）

中
学
生
チ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
ト　

①
津

南
中
Ｂ（
鈴
木
珠
愛
・
半
戸
琉
哉
）②

津
南
中
Ａ（
津
端
英
大
・
津
端
一
徹
）

男
子
ア
ル
ペ
ン（
大
回
転
）

４
年
以
下　

①
石
田
岳
大（
芦
）②
涌

井
颯
介（
芦
）

　

２
月
９
日
㈰
、
と
き
ど
き
晴
れ
間
が
見
え
る
な
か
、
津
南
町
の
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
選
手
が
優
秀
な
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
各
学
校
の
入
賞
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
47
回 

津
南
ス
キ
ー
選
手
権
大
会 

兼

第
51
回 

津
南
町
小
学
校
ス
キ
ー
大
会
結
果

６
年　

①
鈴
木
煌
悠（
芦
）

中
学
生
　
①
半
戸
宝
良（
津
南
中
３

年
）

女
子
ク
ラ
シ
カ
ル

４
年
以
下
２
㎞　

①
久
保
田
里
桜

（
津
）②
久
保
田
朱
花（
津
）③
柳
原
由

芽（
芦
）④
鈴
木
小
晴（
芦
）⑤
中
沢
陽

向
子（
上
）⑥
関
谷
ゆ
ず
姫（
芦
）⑦
関

沢
寧
（々
芦
）

５
年
２
㎞　

①
野
田
実
由（
芦
）②
戸

田
路
琉（
芦
）③
島
田
萌
菜（
上
）④
麻

績
蒼
衣（
芦
）⑤
髙
浪
希
沙
羅（
上
）⑥

小
林
つ
ぐ
み（
津
）

６
年
２
㎞　

①
久
保
田
美
有（
津
）②

大
平
柑
奈（
津
）③
樋
口
茉
己（
津
）④

山
岸
明
日
香（
津
）⑤
樋
口
は
な（
津
）

⑥ 

竹
内
日
菜（
上
）

３
×
２
㎞
リ
レ
ー　

①
津
南
小
Ａ

（
大
平
柑
奈
・
樋
口
茉
己
・
久
保
田
美

有
）②
津
南
小
Ｂ（
山
岸
明
日
香
・
久

保
田
里
桜
・
樋
口
は
な
）③
上
郷
小
Ａ

（
竹
内
日
菜
・
島
田
萌
菜
・
橋
野
佑
奈
）

④
芦
ヶ
崎
小
Ａ（
滝
沢
天
花
・
柳
原
由

芽
・
野
田
実
由
）⑤
芦
ヶ
崎
小
Ｂ（
戸

田
路
琉
・
麻
績
蒼
衣
・
鈴
木
小
晴
）

中
学
生
３
㎞　

①
滝
沢
来
実（
津
南

中
３
年
）②
宮
﨑
蕗
子（
津
南
中
３

年
）③
鈴
木
未
羽（
津
南
中
２
年
）④

中
島
ひ
な
子（
津
南
中
３
年
）⑤
滝
沢

夏
海（
津
南
中
３
年
）⑥
桑
原
由
奈

（
津
南
中
１
年
）

中
学
生
チ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
ト　

①
津

南
中
竹（
滝
沢
来
実
・
滝
沢
夏
海
）②

津
南
中
松（
桑
原
由
奈
・
鈴
木
未
羽
）

③
津
南
中
梅（
中
島
ひ
な
子
・
宮
﨑
蕗

子
）

女
子
ア
ル
ペ
ン(

大
回
転)

４
年
以
下
　
①
鈴
木
愛
琉（
芦
）②
篠

原
咲
良（
津
）③
篠
原
里
沙（
津
）④
野

田
愛
未（
芦
）⑤
髙
浪
若
葉（
上
）

５
年
　
①
桑
原
愛
佳（
津
）

６
年
　
①
半
戸
咲
良（
芦
）

中
学
生
　
①
涌
井
泉
香（
津
南
中
２

年
）

※（
津
）
…
津
南
小　
（
芦
）
…
芦
ヶ
崎
小

　
（
上
）
…
上
郷
小



町
政
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、ご
要
望
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
町

民
の

皆
さ

ま
に

は
、

日
頃

か
ら

町
政

運
営

に
ご

理
解

と
ご

協
力

を
い

た
だ

き
、

誠
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。

　
津

南
町

は
“

希
望

と
愛

、
参

加
で

き
る

ま
ち

づ
く

り
〜

未
来

を
つ

く
る

 子
ど

も
た

ち
の

た
め

に
 い

ま
、

立
ち

上

が
ろ

う
〜

”
を

基
本

理
念

に
町

政
を

進
め

て
い

ま
す

。

　
希

望
・

愛
に

あ
ふ

れ
る

津
南

町
に

す
る

た
め

に
、

皆
さ

ま
の

町
政

に
対

す
る

貴
重

な
ご

意
見

・
ご

要
望

を
「

な
ん

で
も

便
り

」
で

お
寄

せ
く

だ
さ

い
。

津
南

町
町

長

　
お
寄
せ
い
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
に
は
、
責
任
を

持
っ
て
回
答
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
FA
X
や
な
ん
で
も
メ
ー
ル
、
担
当
部
属
へ
の
お
問

い
合
わ
せ
メ
ー
ル
も
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

［
お
問
い
合
わ
せ
］

津
南
町
役
場
 総
務
課
 総
務
班

T
E
L 
7
6
5
- 3
1
1
2
　
FA
X
 7
6
5
- 4
6
2
5

やまおりやまおり

やまおりやまおり

キ
リ
ト
リ

キ
リ
ト
リ

0
9

7
8

8
4

9

（
切

手
を

貼
ら

ず
に

　
　

お
出

し
く

だ
さ

い
）

料
金

受
取

人
払

郵
便

差
出

有
効

期
間

2
0
2
0
年

9
月

2
0
日

ま
で

十
日
町
局

承
　
認

50
津 南 町 大 字 下 船 渡 戊 五 八 五 番 地

津 南 町 役 場

　 　 総

 務 課   総 務 班 行

︵ 受 　取 　人 ︶

用
紙
の
使
い
か
た

※
の
り
を
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投
稿
原
稿
用
紙
の
面
を
内
側
に
折
っ
て
「
の
り
し
ろ
①
」

と
「
の
り
し
ろ
①
」、「
の
り
し
ろ
②
」
と
「
の
り
し
ろ
②
」

を
貼
り
合
わ
せ
ま
す
。

次
に
「
の
り
し
ろ
③
」「
の
り
し
ろ
④
」「
の
り
し
ろ
⑤
」

を
そ
れ
ぞ
れ
貼
り
合
わ
せ
、
あ
て
先
が
表
に
な
る
よ
う
に

し
ま
す
。
貼
り
合
わ
せ
た
ら
ポ
ス
ト
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

①
①

②
②

③
③

 ④
④

⑤
⑤

の 　 り 　 し 　 ろ 　 ⑤

の
　
り
　
し
　
ろ
　
③

の
　
り
　
し
　
ろ
　
④



キ
リ
ト
リ

キ
リ
ト
リ

住 所

回答について □ 回答を希望する　　□ 回答を希望しない
〒　　　　　　ー

キリトリ線に沿って切り取り、のり付けしてから投函してください。
FAXをお持ちのかたは、この面だけ送信していただいても構いません。

※町政とは関係のない内容や個人・団体を誹謗、中傷するような内容は固くお断りします。

年　　　月　　　日

なんでも
便り

氏 名 性 別　　　□ 男　　　　□ 女

年 齢 電話番号

（■を入れてください）

の　り　し　ろ　⑤

の

　り

　し

　ろ

　②

の

　り

　し

　ろ

　②

の

　り

　し

　ろ

　④

の

　り

　し

　ろ

　①

の

　り

　し

　ろ

　①

の

　り

　し

　ろ

　③

町政についてのご意見、ご要望をお寄せください
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令
和
２
年
度
の
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

は
令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
で
登
録
が
あ
る

車
両
の
所
有
者
に
対
し
て
、
課
税
さ
れ
ま
す
。

特
に
、
車
両
自
体
は
無
い
が
、
廃
車
の
届
け

出
を
済
ま
せ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
課
税
さ

れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

解
体
し
て
い
る
、
名
義
変
更
し
て
い
る
、
主

に
津
南
町
以
外
の
住
所
に
置
い
て
い
る
等
の
車

両
が
あ
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
届
け
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
届
け
出
先
は
、
車
種
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
下
記
を
ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。
廃
車
の
届
け
出
に
は
基
本
的
に
車
両
の
標

識
、
所
有
者
・
使
用
者
の
印
鑑
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
廃
車
の
理
由
に
よ
っ
て
は
必
要
な
も

の
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
届
け
出

先
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
税
制
改
正
に
よ
り
、
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
「
軽

自
動
車
税
」
は
「
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）」
へ
と

名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

軽
自
動
車
の
廃
車
の
届
け
出
は
お
済
み
で
す
か
？

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）※
の

　
　
　

重
要
な
お
知
ら
せ

確定申告は
スマホで！

納税・納税証明書の
請求もスマホで！

○【津南町】ナンバーの場合
　税務町民課税務班（℡ 025-765-3113）
○【長岡】ナンバーの場合
　・主たる定置場が町内、または町外（長岡管轄内）の場合
　　軽四輪………………軽自動車検査協会長岡支所（長岡市 : ℡ 050-3816-1851）
　　小型二輪・軽二輪…長岡自動車検査登録事務所（長岡市 : ℡ 050-5540-2041）
　・町外（新潟管轄内）の場合
　　軽四輪………………軽自動車検査協会新潟主管事務所（新潟市 : ℡ 050-3816-1850）
　　小型二輪・軽二輪…新潟運輸支局（新潟市 : ℡ 050-5540-2040）
　・県外の場合
　　上記車両に応じて管轄する検査協会若しくは運輸局（支局等）

届け出先

確定申告や納税・納税証明書の請求などの各種手続きはスマホからもできます！

操作方法に関するお問い合わせは「e-Tax・作成コーナーヘルプデスク（℡ 0570-01-5901）」へ
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

十
日
町
地
域

魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
品
質
向
上
大
会

　

春
作
業
が
始
ま
る
前
に
、
今
一
度
、
水
稲
栽

培
技
術
を
確
認
し
ま
せ
ん
か
？
気
象
変
動
に
対

応
し
た
栽
培
管
理
を
実
践
し
、
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
食
味
・
品
質
を
向
上
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
法
令
上
重
大
な
違
反
の
あ
る
建
物
を
公

表
す
る
違
反
対
象
物
公
表
制
度
を
令
和
２
年
４

月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

■
違
反
対
象
物
の
公
表
制
度
と
は

　

建
物
の
利
用
者
自
ら
が
、
そ
の
建
物
に
つ
い

て
の
防
火
安
全
性
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
、
重

大
な
消
防
法
令
違
反
が
認
め
ら
れ
る
建
物
に
つ

い
て
、
そ
の
名
称
、
所
在
地
等
の
情
報
を
十
日

町
地
域
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す

る
も
の
で
す
。

■
公
表
制
度
の
目
的

　

消
防
法
令
に
関
す
る
重
大
な
違
反
の
あ
る
建

物
に
つ
い
て
、
そ
の
違
反
の
内
容
を
利
用
者
等

へ
公
表
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
等
の
防
火
安
全

に
対
す
る
認
識
を
高
め
て
火
災
被
害
の
軽
減
を

図
る
と
と
も
に
、
建
物
の
関
係
者
に
よ
る
防
火

管
理
業
務
の
適
正
化
及
び
消
防
用
設
備
等
の
適

正
な
設
置
促
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
公
表
の
対
象
と
な
る
建
物
の
用
途

　

ホ
テ
ル
、
飲
食
店
、
店
舗
な
ど
の
不
特
定
多

数
の
か
た
が
利
用
す
る
建
物
や
、
病
院
・
社
会

福
祉
施
設
等
の
一
人
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し

　

日
頃
よ
り
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
で
実
施
す
る
今
年

度
最
後
の
献
血
が
左
記
の
日
程
で
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

献
血
で
提
供
さ
れ
た
血
液
は
、
手
術
や
大
量

出
血
の
際
の
輸
血
に
用
い
ら
れ
る
ほ
か
、
が
ん

な
ど
の
治
療
に
も
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

近
年
、
若
者
に
よ
る
献
血
離
れ
が
進
ん
で
お

り
、
献
血
者
数
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
長

期
保
存
の
で
き
な
い
血
液
を
安
定
的
に
供
給
す

る
た
め
、継
続
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
献
血
日
程　

３
月
18
日
㈬

・
津
南
町
役
場
会
場　
　

午
前
10
時
～
正
午

・
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場　

午
後
２
時
～
４
時

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

津
南
町
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
で
は
、

『
雪
国
津
南
の
発
酵
食
文
化
』
を
テ
ー
マ
に
、

食
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
時

　

３
月
19
日
㈭　

正
午
～
午
後
１
時

　

※
午
前
11
時
30
分
か
ら
受
付
開
始

■
会
場

　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
６
階

　

オ
ー
ロ
ラ

■
内
容

　

発
酵
食
品
を
使
っ
た
創
作
料
理
の
展
示

試
食
会

■
参
加
費　

１
、０
０
０
円

■
定
員　

30
名

　
　
　
　

お
子
様
連
れ
も
歓
迎
で
す
。

■
主
催　

津
南
町
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
会

■
申
込
締
切　

３
月
５
日
㈭

　

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
、
締
め
切
り

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課　

商
工
観
光
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

い
か
た
が
利
用
す
る
建
物
が
対
象
で
す
。

■
公
表
の
対
象
と
な
る
違
反

　

建
物
の
用
途
や
面
積
に
よ
り
、
屋
内
消
火
栓

設
備
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
ま
た
は
自
動
火

災
報
知
設
備
の
設
置
義
務
が
生
じ
る
建
物
で
、

こ
れ
ら
の
設
備
が
全
く
設
置
さ
れ
て
い
な
い
違

反
で
す
。

■
公
表
の
方
法
、
期
間
及
び
内
容

　

消
防
機
関
が
立
入
検
査
で
違
反
を
確
認
し
、

建
物
関
係
者
に
違
反
を
通
知
し
た
日
か
ら
14
日

が
経
過
し
て
も
、
引
き
続
き
違
反
が
認
め
ら
れ

る
場
合
に
十
日
町
地
域
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
建
物
の
名
称
、
所
在
地
、
違
反
の
内

容
を
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
違
反
の
内
容
が
是

正
さ
れ
た
場
合
は
、公
表
内
容
を
削
除
し
ま
す
。

■
防
火
対
象
物
（
建
物
）
関
係
者
の
皆
様
へ

　

所
有
、管
理
す
る
防
火
対
象
物
（
建
物
）
で
、

用
途
変
更
（
部
分
的
な
用
途
変
更
も
含
む
）、

増
改
築
、
建
物
同
士
の
接
続
な
ど
の
工
事
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
公
表
の
対
象
と
な
る
消

防
用
設
備
等
の
設
置
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
事
前
に

十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防
課
ま
で
必
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
消
防
本
部

　

予
防
課
査
察
指
導
係

　

℡
７
５
７
‐
１
５
５
７

く
ら
し

健
　
康

イ
ベ
ン
ト

違
反
対
象
物
公
表
制
度

献
血
に
ご
協
力
を

第
13
回
食
ま
つ
り
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■
日
時　

３
月
11
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
会
場

　

越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
「
段
十
ろ
う
」

■
内
容

　

講
演
「
令
和
も
輝
く
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
」、

水
稲
栽
培
技
術
指
導
ほ
か

■
講
師　

星ほ
し　

豊と
よ
か
ず一　

氏

　

Ｊ
Ａ
越
後
な
が
お
か
稲
作
技
術
指
導
統
括
、

　

元
新
潟
大
学
客
員
教
授
、
元
新
潟
県
農
業
総

　

合
研
究
所
所
長

■
そ
の
他　

入
場
無
料

■
申
込
期
限　

３
月
２
日
㈪

■
主
催

　

十
日
町
地
域
振
興
局
農
業
振
興
部

　

十
日
町
地
域
農
業
振
興
協
議
会

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
振
興
局　

農
業
振
興
部

　

℡
７
５
７
‐
５
５
１
６

相
　
談

津
南
町
立
中
津
保
育
園

閉
園
行
事

傾
聴
ス
キ
ル
・

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

「
そ
の
請
求
に
困
っ
た
ら
」

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
電
話
相
談

　

津
南
町
立
中
津
保
育
園
は
、
令
和
２
年
３

月
を
も
ち
ま
し
て
閉
園
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

中
津
保
育
園
の
思
い
出
を
懐
か
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
次
の
と
お
り
閉
園
行
事
を
企
画

し
ま
し
た
の
で
、
地
域
の
皆
様
、
卒
園
を
さ
れ

た
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
か
た
か
ら
の
ご
来

園
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時　

３
月
８
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

　

主
に
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
を
対
象
に

「
認
知
症
の
か
た
に
対
す
る
傾
聴
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
12
日
㈭

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

■
会
場　

十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

　
　
　
　
（
十
日
町
市
高
山
８
５
７
）

■
講
師　

健
康
倶
楽
部
十
日
町

　
　
　
　

髙た
か
は
し橋　

舞ま
い
こ子　

所
長

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

20
名
程
度 

■
申
込
締
切　

３
月
９
日
㈪

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
振
興
局　

健
康
福
祉
部

　

℡
７
５
７
‐
２
４
０
０

　

新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
３
月
の
１
ヶ
月

間
、「
そ
の
請
求
に
困
っ
た
ら
司
法
書
士
へ
」

と
題
し
て
、
借
金
、
奨
学
金
、
家
賃
な
ど
金
銭

の
請
求
を
受
け
て
い
る
か
た
や
裁
判
を
起
こ
さ

れ
た
か
た
を
対
象
に
無
料
電
話
相
談
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
２
日
㈪
～
31
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

■
相
談
内
容　

　

借
金
、
奨
学
金
、
公
共
料
金
、
家
賃
等
の
滞

　

納
な
ど
金
銭
債
権
の
請
求

■
電
話
番
号　

０
２
５
‐
２
４
０
‐
７
９
７
４

　
（
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
担
当
司
法
書
士
の
電
話

　

番
号
を
ご
案
内
し
ま
す
。）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
司
法
書
士
会　

事
務
局

　

℡
０
２
５
‐
２
４
４
‐
５
１
２
１

■
会
場

　

中
津
保
育
園
（
ホ
ー
ル
・
保
育
室
）

※
駐
車
場
は
、
中
津
保
育
園
前
と
旧
中
津
小
学

校
前
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
内
容

　

ア
ル
バ
ム
・
卒
園
写
真
の
展
示
、
保
育
用
品
・

遊
び
用
品
の
展
示
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
・

茶
話
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

■
お
問
い
合
わ
せ

　

中
津
保
育
園

　

℡
７
６
５
‐
２
３
７
７

　

教
育
委
員
会　

子
育
て
教
育
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
８

自衛官候補生の募集について
自衛隊新潟地方協力本部から自衛官候補生募集のお知らせです。お気軽にお問い合わせください。

■自衛官候補生

応募資格 18 歳以上 33 歳未満の者

受付期間 3 月 9 日㈪まで

入隊時期 令和 2 年 3 月下旬～ 4 月上旬

■お問い合わせ
　自衛隊長岡出張所　℡ 0258-33-0256
　総務課　総務班　　℡ 765-3112
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新
潟
県
で
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
認
知

症
高
齢
者
が
増
加
す
る
な
か
、
毎
年
９
月
と
２

月
を
「
新
潟
県
高
齢
者
見
守
り
強
化
月
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

　

津
南
町
に
お
い
て
も
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
平
成
27
年
で
は

3
6
5
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
に
何
ら
か
の
異
変
が
あ
っ
た
場
合
、

速
や
か
に
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
で
き
る
だ
け
多
く
の
目
で
見
守
る
こ
と

が
た
い
せ
つ
で
す
。

誰
で
も
で
き
る
！

　

日
ご
ろ
か
ら
の
見
守
り

　
　
　
　
　

３
つ
の
行
動

　

日
常
生
活
の
中
で
の
見
守
り
を
通
し
て
、
高

齢
者
の
異
変
を
発
見
し
た
場
合
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
民
生
委
員
な
ど
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
急
病
で
倒
れ
て
い
る
人
を
見
つ
け
た

り
、
事
件
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
事
態
を
発

見
し
た
り
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
救
急
要
請

や
警
察
へ
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

身
の
回
り
の
高
齢
者
に

　
　

こ
ん
な 

異 

変 

は

　
　
　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か
？

１. あいさつ
日ごろから
ご近所で声を
かけあいましょう

一人暮らしの高齢者

認 知 症

悪徳商法

具
合
で
も
悪
い
の
か
な
？

な
に
か
様
子
が
お
か
し
い
か
も
？

被
害
に
あ
っ
て
い
な
い
か
な
？

３. 助け合い
ささいなことでも
気軽に助け合える
地域にしましょう

何度も同じ話を
するようになった

見慣れない人が
出入りしている

新聞や
郵便物が

たまっている

天気や季節に合わない格好や
不自然な時間に出歩いている

未開封の段ボールなどが
いっぱいある

夜になっても電気がつかない
昼夜問わず電気がつけっぱなし

洗濯物が出しっぱなし
洗濯物が干されなくなった

２. 気配り
高齢者を
さり気なく
見守りましょう

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症
見守りキャラクター
にんこっこ

こん
にちは
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こ
の
週
間
は
女
性
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
明
る
く
、
充
実
し
た
日
々
を
自
立
し
て
過
ご
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
が
定
め
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
女
性
の
活
躍
す
る
場
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
体
調
を
気
に
か
け
て
い
ま
す
か
？
こ

の
機
会
に
自
分
の
か
ら
だ
に
つ
い
て
見
つ
め
な
お
し
ま
し
ょ
う
。

〈
対
象
〉
20
歳
以
上
の
女
性
（
２
年
に
１
回
）

〈
個
人
負
担
金
〉

　

１
，
５
０
０
円
（
75
歳
以
上
は
無
料
）

〈
検
査
方
法
〉

　

視
診
・
細
胞
診
（
ブ
ラ
シ
で
の
細
胞
採
取
）

　

※
生
理
中
で
も
検
査
は
可
能
で
す
。

妊
娠
中
、
子
宮
摘
出
さ
れ
た
か
た
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

〈
対
象
〉
40
歳
以
上
の
女
性
（
２
年
に
１
回
）

〈
個
人
負
担
金
〉

　

40
～
49
歳　

１
，
５
０
０
円

　

50
～
74
歳　

１
，
０
０
０
円

　

（
75
歳
以
上
は
無
料
）

〈
検
査
方
法
〉

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳
房
を
レ
ン
ト
ゲ
ン
装

置
に
挟
み
、
撮
影
し
ま
す
）

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
使
用
中
、
妊
娠
中
、
授
乳

中
、
断
乳
後
６
か
月
未
満
、

　

豊
胸
術
後
の
か
た
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の
日
程
等
は
、

３
月
に
配
布
さ
れ
る
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
〉
年
度
末
の
年
齢
が
40
歳
、
45
歳
、
50

歳
、
55
歳
に
な
る
か
た

※
骨
密
度
検
診
に
つ
い
て
は
、
秋
ご
ろ
、
対
象

の
か
た
に
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

３
月
１
日
～
８
日
は

『
女
性
の

健
康
週
間
』で
す
！

■
女
性
の
か
ら
だ
と

　
　
　
　

ホ
ル
モ
ン
の
関
係

　

女
性
の
か
ら
だ
は
、
本
来
持
っ
て
い
る
赤

ち
ゃ
ん
を
産
む
機
能
を
中
心
に
、
生
涯
を
通
じ

て
大
き
く
変
化
し
ま
す
。

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
ひ
と
つ
で
あ
る
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
は
、
思
春
期
の
初
潮
と
と
も
に
分
泌

し
始
め
、
女
性
ら
し
い
か
ら
だ
を
つ
く
り
、

肌
の
ハ
リ
・
ツ
ヤ
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
な
ど
の
働
き
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、

妊
娠
・
出
産
な
ど
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す

だ
け
で
は
な
く
、
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
も

大
事
な
ホ
ル
モ
ン
で
す
。

■
あ
な
た
の
生
活
に
検
診
を

　

日
本
で
子
宮
頸
が
ん
は
、
20
～
30
歳
の
女
性

に
多
い
で
す
が
、
町
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
お

い
て
も
、
精
密
検
査
が
必
要
な
人
の
割
合
は
、

20
～
30
歳
代
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
町
の
乳

が
ん
検
診
で
は
、
過
去
５
年
間
に
発
見
さ
れ
た

乳
が
ん
（
疑
い
を
含
む
）
の
人
の
割
合
は
、
50

歳
代
が
５
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
６
月
か
ら
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検

診
が
始
ま
り
ま
す
。
２
年
に
１
度
、
必
ず
子
宮

頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

閉
経
後
の
女
性
は
骨
粗
鬆
症
（
骨
が
ス
カ
ス

カ
に
な
り
、
も
ろ
く
な
る
病
気
）
に
な
り
や
す

い
で
す
。
骨
粗
鬆
症
は
、
骨
折
の
リ
ス
ク
を
高

め
、
寝
た
き
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
毎
年
秋
ご
ろ
、
骨
密
度
検
診
を
節

目
の
年
齢
の
か
た
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

検
診
で
自
分
の
骨
の
状
態
を
知
り
、
骨
粗
鬆
症

予
防
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
の
か
ら
だ
の
た
め
に
、
定
期
的
に
検
診

を
受
け
る
こ
と
や
、
日
頃
か
ら
食
事
・
運
動
に

気
を
付
け
る
こ
と
で
病
気
の
予
防
に
努
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
何
歳
に
な
っ
て
も
元
気
に
輝

き
続
け
る
女
性
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

約
半
数
の
女
性
は
50
歳
前
後
で
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
の
分
泌
が
停
止
し
て
、
閉
経
を
迎
え
ま
す
。

　

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
量
が
減
少
し
、
心
身

に
不
調
を
き
た
す
こ
と
を
更
年
期
障
害
と
い
い

ま
す
。

　

か
ら
だ
の
不
調
が
で
た
と
き
に
は
無
理
を
せ

ず
、
か
ら
だ
を
休
め
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
症

状
が
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
場
合
は
、
婦

人
科
な
ど
専
門
医
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

更
年
期
障
害
で
お
こ
る
不
調

・
手
足
の
冷
え　

・
皮
膚
の
か
ゆ
み

・
お
こ
り
っ
ぽ
く
な
る　

・
憂
う
つ　

な
ど

乳
が
ん
検
診

骨
密
度
検
診

子
宮
頸
が
ん
検
診

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
効
果

・
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
増
加
を
抑
え
、

脂
質
異
常
症
を
予
防
す
る

・
血
管
を
丈
夫
に
す
る

・
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る

・
骨
量
を
調
節
し
、
骨
粗
鬆
症
を
予
防
す
る

今月は
南雲　美佐
保健師



広報 14令和２年２月号

　

三
箇
担
当
の
川
村
で
す
。

　

現
在
、三
箇
地
区
で
は
、都
会
や
台
湾
と
の
交

流
事
業
の
受
け
入
れ
や
、旧
三
箇
小
学
校
の
簡

易
宿
泊
施
設
と
し
て
の
稼
働
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
年
初
よ
り
、前
任
の
協
力
隊
の
か
た
が
対

応
さ
れ
て
い
た〝
お
ら
ほ
の
た
よ
り
〟と
い
う
お
便

り
の
配
布
を
再
開
し
、着
任
当
初
よ
り
密
接
に
地

域
の
か
た
と
接
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、地
域
の
か
た
に
お
茶
の
飲
み
に
招

い
て
い
た
だ
き
、私
の
心
が
ぽ
か
ぽ
か
と
暖
か
く

な
る
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

三
箇
地
区
で
一
人
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
る
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
宅
に
伺
っ
た
際
に
、お
茶
の
み

に
招
い
て
い
た
だ
き
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
族
の

事
、豆
炭
こ
た
つ
の
使
い
方
、天
国
に
行
か
れ
た

旦
那
さ
ん
と
の
馴
れ
初
め
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
お
し
ゃ
べ
り
で
、終
始

楽
し
そ
う
に
話
を
さ
れ
て
お
り
、そ
の
可
愛
ら
し

い
笑
顔
を
見
て
い
る
と
心
が
き
ゅ
っ
と
な
っ
て
、私

は
と
て
も
嬉
し
く
な
り
涙
ぐ
ん
で
し
ま
う
瞬
間

が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、父
は
青
森
で
祖
父
母
と
は
疎
遠
だ
っ
た

為
、大
阪
に
い
る
母
方
の
祖
父
母
の
家
に
行
く
こ

と
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、祖
母
が
非
常
に
し
つ
け

に
厳
し
く
、女
の
子
に
は
着
付
け
、お
三
味
線
、お

琴
、お
茶
の
練
習
を
さ
せ
る
と
い
う
、教
育
熱
心

な
祖
母
で
し
た
。

　

私
は
、そ
の
練
習
が
本
当
に
嫌
で
、小
学
生
の

低
学
年
の
時
か
ら
あ
ま
り
祖
母
に
会
い
に
い
か

な
く
な
り
、そ
し
て
祖
父
母
と
は
あ
ま
り
話
す
機

会
が
な
い
ま
ま
、祖
父
母
は
天
国
に
行
き
ま
し
た
。

　

本
当
に〝
後
悔
し
た
時
に
は
時
す
で
に
遅
し
〟

で
し
た
。祖
父
母
は
私
の
健
康
や
将
来
の
事
を
考

え
て
接
し
て
く
れ
て
い
た
の
に
、私
は
何
も
返
せ

な
か
っ
た
の
で
す
。

　

私
は
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
、祖
父
母
と
接
す

る
こ
と
を
避
け
て
し
ま
っ
た
、せ
め
て
も
の
償
い

だ
と
思
い
祖
父
母
の
お
墓
に
頻
繁
に
お
参
り
に

行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。傲
慢
な
態
度
を
取
っ

た
事
を
許
し
て
欲
し
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
、三
箇
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
笑
顔
で
私
と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
る
事
が
、

探
し
求
め
て
い
た
時
間
に
ぴ
た
っ
と
当
て
は
ま
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
感
性
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、津
南

で
過
ご
す
時
間
は
、私
の
心
の
中
の
穴
が
空
い
て

い
る
部
分
を
埋
め
て
い
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な

感
覚
が
あ
り
、こ
の
ぬ
く
も
り
は
こ
れ
か
ら
出
会

う
人
に
も
共
有
し
て
い
き
た
い
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

夫
婦
で
健
康
づ
く
り

大
井
平　

中
島　

芳
文
さ
ん

久
美
さ
ん

　

中
島
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
二
人
で
ク
ア

ハ
ウ
ス
津
南
に
通
う
な
ど
、
日
ご
ろ
か

ら
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん

な
お
二
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

30
年
前
、
子
ど
も
た
ち
が
小
４
と
小

２
の
時
に
、
転
勤
に
な
っ
た
の
を
き
っ
か

け
に
新
潟
市
か
ら
両
親
の
住
む
大
井
平

の
家
に
入
り
ま
し
た
。
新
潟
で
子
ど
も
た
ち

が
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
お
り
そ
の

継
続
で
、
近
く
に
あ
る
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
の
家

族
会
員
に
な
り
、
親
子
４
人
で
通
い
始
め
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
家
を
離
れ
て
か
ら
は
毎
日
、

夕
食
後
に
久
美
さ
ん
と
ふ
た
り
で
ク
ア
ハ
ウ
ス

津
南
に
行
っ
て
い
ま
す
。
孫
が
夏
休
み
に
滞
在

し
て
い
る
間
ク
イ
ッ
ク
タ
ー
ン
を
教
え
る
た
め

に
、
ま
ず
は
自
分
が
学
ん
で
か
ら
と
半
年
か

け
て
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
た
。

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
で
泳
ぐ
ほ
か
に
、
冬
は
ス

キ
ー
に
も
親
し
み
、
１
シ
ー
ズ
ン
20
回
は
滑

り
に
行
き
ま
す
。
ま
た
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で

週
２
回
卓
球
も
し
て
い
ま
す
。

　

家
に
い
る
と
き
も
、
家
の
片
づ
け
を
し
た

り
、
ス
ト
ー
ブ
用
の
薪
を
切
っ
て
き
た
り
す
る

な
ど
、
と
に
か
く
体
を
動
か
し
て
い
る
生
活

を
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
夏
か
ら
は
母
の
介
護
も
始
ま
り
、

お
む
つ
を
替
え
た
り
、
身
の
回
り
の
世
話
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

夜
は
、読
書
を
し
て
い
ま
す
。
時
代
小
説
や
、

最
近
は
柚ゆ

月づ
き

裕ゆ
う

子こ

さ
ん
の
本
を
読
み
、
つ
い
つ

い
夜
更
か
し
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

元
々
そ
れ
ほ
ど
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
大
井
平
に
来
て
か

ら
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
通
い
の
ほ
か
に
、
成
人
バ

レ
ー
の
仲
間
に
入
り
50
歳
く
ら
い
ま
で
続
け

ま
し
た
。

　

今
は
、
プ
ー
ル
で
歩
く
ほ
か
に
、
ク
ア
ハ
ウ

ス
津
南
で
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
と
ア
ク
ア
リ
ズ
ム

ウ
ォ
ー
ク
の
ク
ラ
ス
に
入
っ
て
い
ま
す
。
夕
方

の
ク
ラ
ス
に
行
く
と
き
は
、
夕
食
の
支
度
を

間
に
合
わ
せ
て
芳
文
さ
ん
よ
り
先
に
出
か
け

ま
す
。
知
り
合
い
が
増
え
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し

た
り
、
時
に
は
仲
間
と
飲
み
会
な
ど
も
し
た

り
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

体
を
動
か
し
て
い
る
成
果
な
の
か
、
体
重

の
増
減
が
な
く
体
調
も
良
い
で
す
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
、
帰
り
際
玄
関

を
見
る
と
、
以
前
久
美
さ
ん
が
作
っ
た
押
し

花
の
作
品
が
何
点
か
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
素
敵
な
お
二
人
で
し
た
。

芳
文
さ
ん

久
美
さ
ん

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト
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農
業
の

知
識

豆

■お問い合わせ　地域振興課農林班　TEL765-3115

　

ほ
場
整
備
は
、
経
営
規
模
の
拡
大
、
労
働
時

間
の
短
縮
、生
産
費
の
削
減
等
の
効
果
に
加
え
、

多
面
的
機
能
の
維
持
、
増
進
等
の
効
果
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
や
集

落
維
持
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ほ
場
整
備
と

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
一
体
的
に
推
進
で
、

よ
り
効
果
的
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
で
、
ほ
場
整
備
や
担
い
手

育
成
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
ほ
場
整
備
の
主
な
効
果
】

１
、
区
画
整
理

○
大
区
画
化
等
に
よ
り
大
型
機
械
の
導
入
が
可

能
と
な
り
、
効
率
的
な
作
業
体
系
が
実
現

○
用
排
水
施
設
、
農
道
等
も
整
備
し
、
更
な
る

効
率
的
な
作
業
体
系
が
実
現

○
ほ
場
や
用
水
路
で
の
漏
水
が
減
り
、
用
水
の

有
効
活
用
が
実
現

〇
排
水
不
良
田
が
解
消

２
、
農
地
利
用
集
積

〇
ほ
場
整
備
を
契
機
と
し
て
担
い
手
へ
農
地
利

用
集
積
を
図
り
、
大
規
模
経
営
や
組
織
化
・

法
人
化
が
進
展

〇
経
営
規
模
拡
大
に
よ
り
、
米
の
生
産
費
が

低
下

ほ
場
整
備
と
担
い
手
育
成
の
す
す
め

～
生
産
性
の
向
上
や
農
地
集
積
、多
面
的

機
能
の
維
持
・
増
進
～

　新年を迎え、少雪で暖かい日もあり、冬らしくない津南ですが、みなさま、いかがお過ごしですか。
　雪が少ない年は、水不足になったり、天候が不順になったりして、農作物への影響が心配されます。今月から、確定申
告も始まり、春の作付けの準備や雪下人参の出荷準備で忙しい日々を迎えているかたも多いと思います。昨年の天候
不順を吹き飛ばして、今年は実りのある年になってほしいものです。
　さて、農村地域生活アドバイザーは、町生活改善グループ連絡会に所属しています。春の笹だんご作りの講師に始ま
り、12月には、小中学校の給食に提供するあんぼ作りにも参加しています。
　学校給食のあんぼは、あんこと大根菜の2種類から選んで食べてもらっています。おいしかったと好評で、みなさん、
毎年楽しみにしているそうです。以前は、保育園や小学校に『食育』として、お米の紙芝居や米粉の料理教室、食の大切
さを話してきました。
　津南の子どもたちに故郷の味や良さを、
いつまでも忘れないでいてほしいと願って
います。
　私たちアドバイザーで、できることを活
用してください。今年もよろしくお願いい
たします。

衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

農村地域生活アドバイザー　滝沢　綾子（赤沢）

学校給食あんぼ作り

●集落機能の維持・耕作放棄地解消　　　●稲作労働時間の削減
●担い手の経営規模の拡大　　　　　　　●稲作の生産コスト削減

ほ場整備の効果
・区画整理　　　　　・農道の整備
・用排水施設の整備　・暗渠排水の整備
・多面的機能の維持、増進

一体的
推進

＋
農地利用集積による効果

・利用集積増加による大規模経営の実現
・農業生産法人の育成

相乗
効果
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渡辺正
まさ

範
のり

　ＮＰＯ法人市民活動ネットワークひとサポ

『越後妻有　お～い！昔』

妻有地方と松代・松之山地域に伝わる「伝説」をまとめた
本。著者自らが描いた柔らかな挿絵付きで、面白くもどこ
か懐かしいお話が満載です。全 88話。

【大人の本】
●『「疲れない」が毎日続く！休み方マネジメント』
 ………………………………………………………………………………河出書房新社
●『日本の城』 …………………………………………………………学研プラス
●『野菜だより　図解土づくりタネまき植え付け』
 ……………………………………………………………………………………学研プラス
●『日本ラグビー“桜のキャプテン”激闘史』
 …………………………………………………………………………………………辰巳出版
●『背

せい

高
たか

泡
あわ

立
だち

草
そう

』（芥川賞受賞作） …………………………古
ふる

川
かわ

真
まこ

人
と

●『清く貧しく美しく』 …………………………………………石田衣
い

良
ら

●『インタビューズ』 ………………………………………………堂場瞬一
●『てしごと』 ……………………………………………………あさのあつこ

【子どもの本】 
●『みんなでもりあがる！学校クイズバトル』
 ………………………………………………………………………………………………汐

ちょう

文
ぶん

社
しゃ

●『新幹線のヒミツ』 ……………………………………………………天
て

夢
む

人
じん

●『みけねえちゃんにいうてみな モフモフさいこう！』
 ……………………………………………………………………………………村上しいこ
●『ほねほねザウルス 22』 ………………………………岩崎書店

【絵本】 
●『ぜったいにおしちゃダメ？』 ………ビル・コッター
●『ちらしずし』 ……………………………………………………はまのゆか
●『きょうからほいくえん』 …エヴァ・モンタナーリ
●『ペネロペ　おおきくなったらなにになる？』
 ………………………………………………………………………アン・グッドマン

※新刊は毎月20日ごろに棚に並びます。入りたての時期
は貸出が集中しやすいので、予約申込みもご利用くだ
さい。

　
「
今
月
の
一
冊
」で
は
、先
月
に
引
き
続

き
郷
土
資
料
の
ご
紹
介
で
す
。今
回
の
本

は
、こ
の
越
後
妻
有
地
域
に
古
く
か
ら
伝

わ
る「
伝
説
」を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
「
伝
説
」と「
昔
話
」は
ど
ち
ら
も
民
話
と

い
う
く
く
り
で
は
同
じ
で
す
が
、「
伝
説
」

と
い
う
の
は「
昔
話
」と
比
べ
て
、よ
り
狭

い
範
囲
の
地
域
に
お
け
る
信
仰
や
決
ま
り

事
を
含
ん
で
い
る
場
合
が
多
く
、内
容
も

少
し
大
人
向
け
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

読
ん
で
み
る
と
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と

の
あ
る
よ
う
な
お
話
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。自
分
の
知
っ
て
い
る
お
話
を
見
つ

け
た
ら
、「
口
伝
な
ら
で
は
の
細
か
な
違

い
」な
ど
を
探
し
な
が
ら
読
ん
で
み
る
の

も
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　

郷
土
資
料
保
存
の
都
合
上
、こ
の
本
は

貸
し
出
し
せ
ず
に
館
内
閲
覧
の
み
と
な
り

ま
す
が
、気
軽
に
読
め
る
内
容
で
す
の
で

興
味
の
あ
る
か
た
は
ぜ
ひ
公
民
館
図
書
室

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
こ
の
本
は
町
内
と
十
日
町
市
内
の

本
屋
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で

販
売
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、メ
ー
ル
と

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
注
文
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

確
実
に
入
手
し
た
い
か
た
は
メ
ー
ル
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
を
利
用
す
る
の
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ご
案
内
の
チ
ラ
シ（
兼
Ｆ
Ａ
Ｘ
用
紙
）

は
津
南
町
公
民
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す

の
で
、ほ
し
い
か
た
は
公
民
館
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

今
年
も
や
り
ま
す
。古
本
市

　

３
月
２
日
㈪
～
３
月
27
日
㈮
の
間
、書

庫
に
入
り
き
ら
な
く
な
っ
た
本
や
、長
い

間
貸
出
が
な
か
っ
た
本
、古
本
市
へ
の
寄

贈
本
な
ど
を
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
に
展
示

し
、無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。な
く
な
り
し

だ
い
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
興
味
の

あ
る
か
た
は
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

・
・
・
図
書
室
の
基
本
情
報
・
・
・

■
開
室
時
間　

平　

日　

９
時
～
18
時

　
　
　
　
　
　

土
日
祝　

８
時
30
分
～
17
時

■
休
館
日　

２
月
25
日
㈫
、３
月
30
日
㈪

■
貸
出
冊
数　

１
人
に
つ
き
６
冊
ま
で

■
貸
出
期
間　

２
週
間
。予
約
が
な
い
場

合
に
限
り
２
週
間
延
長
可
能
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
本
の
確
認
・
予

約
が
行
え
ま
す
。「
津
南
町
公
民
館
図
書
室

W
e
b
O
P
A
C
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド
設

定
が
必
要
で
す
。利
用
者
カ
ー
ド
作
成
時
に
設

定
し
て
い
な
い
か
た
は
、図
書
室
の
受
付
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

か
ら

広報ライブラリー
今月の１冊

２月 −如
き さ

月
ら ぎ

−

２月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

砂
丘

運う
ん

動ど
う

会か
い

胸む
ね

張は

る
孫ま
ご

の
行こ
う

進し
ん

に

自じ

信し
ん

あ
ふ
れ
て
逞た
く
ま

し
く
見み

ゆ	

北
村
ま
さ
子

毎ま
い

日に
ち

の
お
か
ず
作づ
く

り
に
悩な
や

む
我わ
れ

夫つ
ま

に
聞き

け
ど
も
リ
ク
エ
ス
ト
な
し	

小
島
香
代
子

窓ま
ど

の
な
い
車し
ゃ

庫こ

で
木き

を
切き

る
父ち
ち

の
顎あ
ご

の

汗あ
せ

木き

の
床ゆ
か

に
浸し

み
て
色い
ろ

濃こ

し	

江
村
大
輔

曇く
も

り
い
て
台た
い

湾わ
ん

は
見み

え
ず
館か
ん

内な
い

の

パ
ノ
ラ
マ
写し
ゃ

真し
ん

で
情じ
ょ
う

景け
い

を
見み

る
（
与
那
国
島
の
ホ
テ
ル
）

	

石
橋
寿
子

「
ほ
ら
見み

て
ェ
」
と
指さ

す
西に
し

空ぞ
ら

に
飛ひ

行こ
う

機き

雲ぐ
も

ま
さ
に
棚た
な

引び

く
雲く
も

と
な
り
ゆ
く	

津
端
恵
子

電で
ん

線せ
ん

に
等と
う

間か
ん

隔か
く

に
止と

ま
り
い
る

烏か
ら
す

は
互た
が

い
に
素そ

知し

ら
ぬ
顔か
お

で	

貝
澤
圭
子

Ａエ
ー

Ｉア
イ

だ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
だ
と
世よ

の
中な
か

は

は
た
し
て
進し
ん

化か

か
我わ
れ

は
分わ

か
ら
ず	

関
谷
郁
子

節ふ
し

高だ
か

の
硬か
た

き
手て

を
せ
る
母は
は

な
り
し
が

農の
う

を
離は
な

れ
て
今い
ま

は
柔や
わ

ら
か
し
（
母
九
十
五
歳
）	

恩
田
久
美
子

「
ヨ
ー
イ
ド
ン
」
駆か

け
出だ

す
園え
ん

児じ

の
一ひ
と

人り

な
る

三さ
ん

歳さ
い

手て

を
振ふ

り
吾わ

が
前ま
え

を
過す

ぐ	

丸
山
直
子

心こ
こ
ろ

待ま

ち
し
ド
カ
ン
と
き
た
る
昨よ

夜べ

の
雪ゆ
き

立り
っ

春し
ゅ
ん

過す

ぎ
し
六
日か

の
朝あ
さ

け	

島
田
眞
之

岩
す
げ
俳
句
会
（
一
月
）

輿こ
し

入い

れ
の
祖そ

母ぼ

の
薙な
ぎ

刀な
た

冬ふ
ゆ

の
雷ら
い	

緑　

寒か
ん

紅べ
に

を
引ひ

き
て
終ひ
ね

日も
す

家い
へ

の
こ
と	

れ
い
子

入に
ふ

院ゐ
ん

の
友と
も

の
沙さ

汰た

な
く
年と
し

暮く

る
る	

千
年
雄

人ひ
と

を
恋こ

ひ
人ひ
と

を
厭い
と

ひ
て
寝ね

正し
ゃ
う

月ぐ
わ
つ	

房　

良

冬ふ
ゆ

時し

雨ぐ
れ

角か
ど

の
め
く
れ
し
文ぶ
ん

庫こ

本ぼ
ん	

壽　

子

ノ
ッ
ク
な
く
足あ
し

音お
と

も
な
く
年と
し

明あ

く
る	

美　

恵

歌う
た

か
る
た
跳は

ね
と
ば
し
た
る
気き

合あ
ひ

か
な	

芳　

司

賀が

詞し

の
あ
と
歳と
し

を
訊き

き
あ
ひ
笑わ
ら

ひ
あ
ふ	

渡　

舟

炬こ

燵た
つ

の
間ま

茶ち
ゃ

飲の

み
の
後あ
と

は
仕し

事ご
と

場ば

に	

妙　

寒か
ん

烏が
ら
す

電で
ん

線せ
ん

上じ
ゃ
う

の
四し

分ぶ

音お
ん

符ぷ	

守　

人

凍い
て

解ど

け
の
鳥と
り

の
増ふ

え
た
る
信し

濃な
の

川が
は	

冬
詩
子

冬ふ
ゆ

ざ
れ
や
青あ
を

空ぞ
ら

見み

上あ

げ
手て

を
合あ

は
す	

フ
ミ
子

わ
っ
と
咲さ

く
溝み
ぞ

蕎そ

麦ば

見み

れ
ば
顕た

つ
人ひ
と

あ
り

「
レ
ッ
ト
・
イ
ッ
ト
・
ビ
ー
」
を
口く
ち

ず
さ
み
け
ん

	

小
野
寺
恒
代

一ひ
と

枝え
だ

を
友と
も

に
賜た
ま

い
て
花か

器き

に
挿さ

す

啓け
い

翁お
う

桜ざ
く
ら

部へ

屋や

に
華は
な

や
ぐ	

高
橋
春
枝

若わ
か

き
日ひ

に
杉す
ぎ

の
苗な
え

木ぎ

を
植う

ゑえ

し
手て

よ

今い
ま

は
見み

上あ

げ
る
杉す
ぎ

林ば
や
し

な
り	

内
山
キ
ク

小こ

気き

味み

よ
き
鋏は
さ
み

の
音お
と

の
聞き

こ
え
来く

る

隣り
ん

家か

の
花は
な

は
収し
ゅ
う

穫か
く

期き

な
り	

麻
績
初
恵

待ま

ち
待ま

ち
し
同お
な

じ
病び
ょ
う

院い
ん

に
夫つ
ま

も
入い

り

心こ
こ
ろ

穏お
だ

し
き
一ひ
と

日ひ

を
迎む
か

ふう	

滝
沢
勝
枝

雪ゆ
き

か
き
を
す
る
ほ
ど
の
積せ
き

雪せ
つ

で
な
く

先ま

ず
は
明あ
か

る
き
年と
し

明あ

け
と
な
る	

風
巻
京
子

「
お
母か
あ

さ
ん
頑が
ん

張ば

ら
な
い
で
」
と
時と
き

折お
り

に

娘こ

の
丸ま
る

き
字じ

の
フ
ァ
ッ
ク
ス
届と
ど

く	

鈴
木
綾
子

雲く
も

を
洩も

る
陽ひ

は
海か
い

上じ
ょ
う

に
あ
つ
ま
り
て

し
ば
ら
く
白し
ろ

き
ざ
わ
め
き
を
見み

す	

萩
原
光
之

長
生
学
園

大だ
い

寒か
ん

に
入い

り
て
も
庭に
わ

に
雪ゆ
き

無な

く
て

「
チ
ャ
ン
チ
キ
お
け
さ
」
口く
ち

遊ず
さ

み
つ
つ
弾ひ

く	

中
村
武
子

短 歌

俳 句
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年
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コ
ー

    

ナ
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議会コーナー
　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり100日運動
＜実施された行事＞
〔１月〕
	 21日	 栄村議会との懇談会
	 22日	 町・町教育委員会との懇談会
	 24日	 ＪＡ津南町・町農業委員会との
	 	 懇談会（産業建設常任委員会）
〔２月〕
	 4日	 全員協議会
	 4日	 教育委員会との懇談会
	 	（総文福祉常任委員会）
	 10日	 津南地域衛生施設組合議会定例会
	 12日	 道路除雪状況調査・所管事業
	 	 勉強会（産業建設常任委員会）
	 13日	 十日町市・津南町・栄村議会連携
	 	 協議会幹事会（議長・副議長）

	 14日	 北親会（議長）
	 14日	 一般質問通告〆切（午後2時）
	 15日	 第71回十日町雪まつり（議長）
	 18日	 議会運営委員会
＜今後予定されている行事＞
〔２月〕
	 21日	 新潟県町村議会議長会定期総会（議長）
	 26日	 十日町地域広域事務組合議会定例会
　27日～3月2日　令和2年第1回定例会
〔３月〕
	　2日（午後）・3日（午後）・4日（一日）
	 	 合同常任委員会
	 3日	 津南町立津南中学校卒業式
	 6日	 総括質疑通告〆切（午後3時）
	12日～13日	令和2年第1回定例会

 5400日 石橋玲子（陣場下）
 2200日 大倉マツ（小下里）
 1600日 福原幸子（外丸）
 1300日 涌井直治（団野団地）
 600日 樋口紘一（船山）
 500日 石原一男（大割野）
 400日 中澤久征（中深見）
 200日 桑原イヨ子（貝坂）、麻績初惠（中子）
 100日 島田眞之（宮野原）

主な運動：健骨体操、水中ウォーク、ラジオ体操、柔軟運動、
ウォーキング他

病
院
歳
時
記

食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
き・・・

　
　
　
　
　
　

  

ど
う
し
ま
す
か
？

総
看
護
師
長
　
風
巻
　
眞
理
子

　
あ
な
た
や
あ
な
た
の
ご
家
族
の
ど
な
た
か
が
、

口
か
ら
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
で
き
な
く
な
っ
た
時

に
、
人
工
的
に
水
分
・
栄
養
の
補
給
を
す
る
か
し

な
い
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
す
る
か
を
決
め
る

お
手
伝
い
を
す
る
た
め
の
ノ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

「
本
人
と
家
族
の
た
め
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス

ノ
ー
ト
　
高
齢
者
ケ
ア
と
人
工
栄
養
を
考
え
る
」

と
い
う
冊
子
で
す
。

　
こ
の
冊
子
の
は
じ
め
に
は
、「
食
べ
る
こ
と
に

関
す
る
問
題
は
、
高
齢
者
ケ
ア
に
お
け
る
大
き
な

問
題
な
の
で
す
。（
中
略
）
老
衰
や
病
気
の
終
末
期

で
、
す
で
に
消
化
や
代
謝
の
機
能
も
大
き
く
減
退

し
、
身
体
が
水
分
や
栄
養
を
う
け
つ
け
な
い
状
態

に
な
っ
て
も
、
人
工
的
に
水
分
と
栄
養
が
補
給
さ

れ
、
最
期
へ
の
過
程
に
あ
る
高
齢
者
に
、
か
え
っ

て
苦
痛
を
与
え
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
は
「
A
C
P
」
と
い
う
言
葉
を
よ

く
耳
に
し
ま
す
。「
も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
、
あ

な
た
が
望
む
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
、
前
も
っ
て

考
え
、
繰
り
返
し
話
し
合
い
共
有
す
る
取
り
組
み
」

の
こ
と
で
、「
人
生
会
議
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
老
衰
や
病
気
の
終
末
期
に
な
っ
た
時
ど
う
し
ま

す
か
？
自
分
の
場
合
、
家
族
の
場
合
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

「
控
除
証
明
書
」
「
源
泉
徴
収

票
」
が
年
金
機
構
か
ら
み
な
さ
ん
の

と
こ
ろ
へ
発
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
確
定
申
告
の
際
に
必
要
な
書
類

で
す
。
紛
失
等
で
お
手
元
に
見
当
た

ら
な
い
場
合
は
、
年
金
事
務
所
ま
た

は
年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
ご
連

絡
い
た
だ
き
、
再
発
行
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
事
務
所
に
お
出
か
け
の
際
は

本
人
確
認
で
き
る
免
許
証
な
ど
と
、

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。
も
し
、
自
分
以
外

の
人
の
再
発
行
で
年
金
事
務
所
へ
行

く
時
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
様
式

は
役
場
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

　

（
控
除
）

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
２

　

（
源
泉
）

・
年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

・
津
南
町
役
場　

税
務
町
民
課

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

令
和
元
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
年

金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
に
便
乗

し
、
厚
生
労
働
省
、
日
本
年
金
機
構

ま
た
は
役
場
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら
、

「
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
振
込

口
座
が
使
え
な
い
た
め
、
口
座
番
号

や
暗
証
番
号
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
教

え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
不
審
な
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
事
例
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
、
日
本
年
金
機
構

及
び
役
場
で
は
、
電
話
で
口
座
番
号
、

暗
証
番
号
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
を
お

聞
き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
て
も
、
口
座

番
号
等
の
個
人
情
報
を
答
え
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た
場

合
は
、
で
き
る
だ
け
１
人
で
対
応
せ

ず
、
怪
し
い
と
感
じ
た
ら
、
役
場
や

お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
前
に

ご
確
認
く
だ
さ
い

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

制
度
に
便
乗
し
た
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
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苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

　

渇
水
に
よ
っ
て
お
こ
る
田
ん
ぼ
や
畑
の
水
不

足
は
、一
番
の
心
配
事
で
す
。

　

雪
下
に
ん
じ
ん
は
収
穫
が
早
ま
り
、温
か
く

な
る
と
早
く
腐
っ
て
し
ま
い
ま
す
。山
菜
は
、雪

が
少
な
い
と
固
く
、ア
ク
が
強
く
な
る
と
言
わ

れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
小
雪
よ
る
弊
害
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

去年（2019年）の１月26日撮影今年（2020年）の１月15日撮影

　

地
球
の
気
候
は
、そ
の
誕
生
以
来
、寒
冷
な
気

候
と
温
暖
な
気
候
を
あ
る
周
期
で
繰
り
返
し
て

き
ま
し
た
。こ
う
し
た
気
候
の
変
化
は
、自
然
環

境
に
大
き
な
変
化
を
与
え
、地
形
や
植
生
な
ど

に
も
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
自
然

の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
生
き
て
い
る
私
た
ち
人

間
の
暮
ら
し
に
も
、大
き
な
影
響
が
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

降
雪
量
の
多
少
も
、気
候
変
動
が
及
ぼ
す
影

響
の
一
つ
で
す
。

　

１
月
30
日
の
積
雪
が
役
場
前
で
０
セ
ン
チ

だ
っ
た
今
シ
ー
ズ
ン
。も
う
春
の
気
配
す
ら
す

る
日
も
あ
り
ま
す
。今
年
と
去
年
の
同
じ
頃
の

積
雪
量
を
比
べ
て
み
る
と
、下
の
写
真
の
よ
う

に
、こ
ん
な
に
も
違
い
ま
す
。ち
な
み
に
平
成
18

年
の
１
月
は
最
高
積
雪
3
6
2
セ
ン
チ
を
記
録

し
て
い
ま
す
。

　

津
南
町
に
暮
ら
す
私
達
は
、先
祖
代
々
、は
る

か
縄
文
時
代
か
ら
雪
に
よ
る
た
く
さ
ん
の
恩
恵

を
受
け
て
き
ま
し
た
。最
大
の
恩
恵
は
豊
富
な

水
で
す
。過
去
に
飲
み
水
に
困
る
こ
と
な
ど
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

雪
が
降
ら
な
い
と
屋
根
の
雪
お
ろ
し
な
ど
除

雪
を
し
な
く
て
よ
い
の
で
楽
で
す
が
、雪
が
少

な
い
こ
と
に
よ
っ
て
ど
ん
な
弊
害
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

第
９
回
Ｔ
ｓ
ｕ
ｎ
ａ
ｎ
豪
雪

地
面
出
し
競
争
「
中
止
」
の
お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
助
成
を
受
け
て

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す

　

春
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
「
豪
雪
地

面
出
し
競
争
」
は
、
記
録
的
な
小
雪
の
影
響
の

た
め
積
雪
が
無
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

を
予
定
、
検
討
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
。

　

Ｔ
ａ
ｐ
で
は
次
回
の
10
回
大
会
に
向
け
て
、

新
た
な
企
画
を
検
討
し
、
雪
国
津
南
を
町
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
予
定
で
す
。
来
年
以
降
も

「
豪
雪
地
面
出
し
競
争
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

Ｔ
ａ
ｐ
で
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
助
成
を
受

け
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
購
入
し
、
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

主
に
町
事
業
で
あ
る
「
水
中
運
動
教
室
」
の

送
迎
や
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
所
属
す
る
子
ど

も
た
ち
の
遠
征
等
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
町
民
の
か
た
が
た
の
健
康
づ
く
り
や
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
送
迎
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

き
ま
す
。

クアハウス津南【TEL】765-3711【FAX】765-3309

前回は積雪 80㎝　優勝は３分 08 秒
今回は残念ながら中止となります。

毎週、水中運動教室の送迎をしています。

水中運動はじめませんか？
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３月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

1日㈰ 9:00～15:00 カモシカウォッチング　～秋山郷～　※要予約 800 中学年以上

8日㈰ 9:00～11:00 スノーシュー　～なじょもんの森へ～　※要予約 500 低学年以上

15日㈰ 10:00～15:30 本格アンギン編み一日体験 1,500 中学年以上

20日㈮ 13:30～15:30 ひょうたんのランプシェード　※ライト希望者は別途950円 1,000 10才以上

21日㈯ 10:00～12:00 琥珀の勾玉づくり 1,000 10才以上

22日㈰ 9:00～11:00 春木山　※要予約 300 高学年以上

28日㈯ 10:00～12:00 種の壁かけ 500 低学年以上

29日㈰ 10:00～12:00 ろうそくのランタン　※要予約 1,000 高学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

■人口9,403（−24）　男4,539（−９）　女4,864（−15）

■世帯数3,487（−６）　■転入／９　■転出／ 14　■出生／４　■死亡／ 23　■婚姻／０２月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●苗場山麓ジオパークガイド認定検定（初級）
　日　時：3月14日㈯　10：00～ 11：00
　会　場：なじょもん
　検定料：無料
　申込締切：3月3日㈫
　苗場山麓ジオパークガイド

として活躍したいかたなら、

どなたでも受けられます。

　お問い合わせ：
　苗場山麓ジオパーク振興協議会事務局　☎765-1600

●雪国観光圏シンポジウム
　日　時：2月28日㈮　13：00～ 16：45
　会　場：湯沢町公民館
　基調講演　「観光における文化財活用について」　澤

さわ

村
むら

　明
あきら

（新潟大学教授）
　シンポジウム　「雪国文化に触れる旅－歩く・学ぶ・食べる－」
　お問い合わせ：（一社）雪国観光圏事務局　☎785-5353

●本格アンギン編み一日体験
　日　時：3月15日㈰　10：00～ 15：30
　体験料：1,500円　※友の会会員は半額
　対　象：小学3年生～大人
　カラムシの繊維を使い、アンギン編みでコース

ターを作ります。アンギン編みの基本技術である

縁の結びや留め方も学べます。

●「ならんごしの会」会員募集
　「ならんごしの会」は、アンギン編み技術を後世に伝承す

る活動を行っています。その技術は津南町の無形文化財に

指定されています。

　アンギン編みは、カラムシなどの植物繊維をもじり編み

で編んだもので、縄文時代の遺跡からも発見されています。

　ぜひ、あなたも一緒に活動しませんか？興味をお持ちのかたは「なじょもん」

までご連絡ください。

苗場山麓ジオパークガイド認定検定

アンギン編みのコースター

アンギン編み体験の様子

山田　陸
りく

翔
と

（朴ノ木坂） 巧さん
 恵美子さん

涌井　アヤさん	 （88歳・船山）

桑原　　誠さん	 （71歳・貝坂）

中島　めごさん	 （91歳・小池）

涌井　清次さん	 （99歳・岡）

八重沢米子さん	 （83歳・恵福園なかつ）

江村　タマさん	 （97歳・赤沢）

鈴木　松枝さん	 （107歳・陣場下）

仲野　トシさん	 （87歳・陣場下）

桑原　トシさん	 （94歳・大割野）

板場　　 さん	 （83歳・割野）

村山　政榮さん	 （93歳・上段）

　

最
近
に
な
っ
て
雪
が
降
り
、

津
南
町
ら
し
い
景
色
に
な
っ

た
気
が
し
ま
す
。ス
キ
ー
大

会
の
撮
影
で
ゲ
レ
ン
デ
の
中

腹
ほ
ど
ま
で
登
っ
た
の
で
す

が
、指
先
が
冷
た
く
な
っ
て

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
の
が

き
つ
か
っ
た
で
す
。こ
れ
か

ら
は
寒
い
場
所
で
の
取
材
が

増
え
ま
す
の
で
寒
さ
対
策
を

ば
っ
ち
り
に
し
て
撮
影
に
臨

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

村
山　

拓
也

この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
少
雪
と
言
わ
れ
る
今
年
で
す
が
、

無
事
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。当
日
は
晴
れ
間
が
の
ぞ
く
中
の
開
催
と
な
り
、

皆
さ
ん
が
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。
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